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●表紙写真説明  関西の酒蔵（京都府）：「月桂冠」  

酒処として有名な伏見の酒蔵です。伏見十石船に乗り、その船から撮影しました。京阪本線伏見桃山駅で降りて少し歩くと

乗り場があります。3 月末に行ったので、桜が満開の下をゆっくりと進みます。手漕ぎではなかったですが。他に三十石船にも乗るこ

とができます。坂本龍馬暗殺で有名な寺田屋など街並みも古く、散策も楽しいです。さて、酒蔵ですが、月桂冠、黄桜など約２

１の酒蔵があります。主に見学できるのは、月桂冠大倉記念館や黄桜カッパカントリーなどで、入ると酒の製造過程などを知るこ

とができます。酒造りには、いい水が必要と言われます。その大事な水も飲ませてくれます。甘いかなと思っていたのですが、ほぼ味

は感じなかったです。お楽しみは試飲コーナーで、数種類のお酒が、辛口から甘口まで揃っており、ノンアルコール品も用意されて

います。非常に美味しく、試飲で酔ってしまいました。帰りには、ここでしか買えないお酒を買って帰りました。（行正 記） 

 

① 伏見十石船； https://kyoto-fushimi.or.jp/ship  
② 伏見の清酒；http://www.fushimi.or.jp/guide/index.html 
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編 集 後 記  

 令和４年度：関西支部の新活動体制  
     ＊ 支  部  長  ： 川 上  啓 二 (新 任 ) 
     ＊ 幹  事  長  ： 行 正  隆 俊 (兼  副 支 部 長 ） (新 任 ) 
     ＊ 副 支 部 長  ： 柳 沼  英 哉 (新 任 ) 

  ＊ 会   計  ： 高 橋  昌 之 (留 任 )  
  ＊ 会 計 監 査  ： 村 田  健 吾 (新 任 ) 
    ＊ 前 支 部 長 の萩 原 信 夫 は、本 部 副 会 長 に就 任 。  

顧 問  及 川  紘 （ 金 属  S38）  
幹 事   川 上  啓 二 （ 機 械  S50） 、柳 沼  英 哉 （ 化 学  S42）  、行 正  隆 俊 （ 機 械  S54）  

 高 橋  昌 之 （ 精 密  S44） 、村 田  健 吾 （ 電 気  S51）  、萩 原  信 男 （ 院 機 械  S50）  
 船 田  順 久 （ 機 械  S42） 、鈴 木  孝 三 （ 精 密  S45）  、小 串  正 樹 （ 院 理 学  H27）  
 岡  浩 二 （ 院 シス H7） 、伊 藤  隆 康 （ 機 械  S54）  、赤 塚  修 三 （ 化 学  S40）  
 氏 家  悦 男 （ 原 動  S26） 、飯 島   有（院 機 械  S50）  、押 川  正 大 （ 機 械  S54）  
 西 川  欣 吾 （ 機 械  S54） 、樺 島  徹 男 （ 院 機 械  S49）  
＊ 長 年 活 躍 頂 いた伊 勢 山 宏 幹 事 は、体 力 面 から、退 任 されました。ありがとうございました。  

 ●幹 事 会 （ 幹 事 17 名 。必 要 時 は顧 問 交 え役 員 会 開 催 ）  
  支 部 活 動 のための企 画 ・ 議 案 立 案 。現 在 LINE 活 用 して活 動 中 。  
 ●会 報 編 集 委 員 会 （ 委 員 長 ： 行 正  隆 俊 ）  
  年 １ 回 （ 秋 ） の関 西 支 部 会 報 の企 画 、草 稿 、編 集 、出 版  
 ●名 簿 編 集 委 員 会 （ 委 員 長 ： 川 上  啓 二 ）  
  関 西 支 部 の名 簿 管 理 （ 住 所 変 更 など更 新 していく ） 。今 年 は新 規 会 員 の抽 出 年 で見 直 し。  
  58 名 の新 規 会 員 を登 録 しました。  
 ●総 会 準 備 委 員 会 （ 委 員 長 ： 船 田  順 久 中 心 に幹 事 全 員 ）  
  総 会 の企 画 立 案 、会 場 手 配 などの諸 準 備 、運 営  
 ●支 部 活 性 化 委 員 会 （ 幹 事 全 員 ）  
  関 西 支 部 活 動 の中 長 期 計 画 、会 員 のサービス向 上 、新 入 会 員 増 加 ・ 交 流 促 進  
 ●同 好 会 活 動   
  ゴルフ同 好 会  （ 世 話 役 ： 鈴 木 ）   
  ウォーキング同 好 会  （ 世 話 役 ： 柳 沼 ）  
  セイリング同 好 会  （ 世 話 役 ： 萩 原 ）  
  テニス同 好 会   （ 世 話 役 ： 川 上 ）  

 

 令 和 ４ 年 関 西 支 部 定 期 総 会 開 催  

令 和 ４ 年 6 月 2 ６ 日 （ 土 ） 1 １ 時 よ り 、 コ ロ ナ の 第 ６ 波 が 収 束 し つ つ あ る 中 、 初 開
催 と な る 吹 田 市 の パ ナ ソ ニ ッ ク リ ゾ ー ト 大 阪 に て 関 西 支 部 総 会 が 開 催 さ れ ま し た 。 コ ロ ナ の
た め 本 部 お よ び 他 支 部 の 来 賓 の 招 待 は 断 念 し 、 関 西 支 部 会 員 １ ８ 名 の 出 席 に て 行
わ れ ま し た 。 や は り ま だ コ ロ ナ 禍 の 中 、 外 出 は 控 え る 声 や 、 体 力 が 落 ち 大 阪 ま で 来 れ な い 方
も お ら れ ま し た 。 来 年 は コ ロ ナ も 収 ま り 、 少 し で も 大 勢 の 方 に 出 席 頂 け る こ と を 祈 り た い で す
ね 。 特 別 講 演 は 、 柳 沼 さ ん よ り 「 新 型 コ ロ ナ 関 連 に つ い て 」 と い う 題 目 で ご 講 演 頂 き ま し
た 。  
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2 ． 特 別 講 演 ( 1 1 ： 2 0 ~ 1 2 : 0 0 )    
講 師 ： 柳 沼 英 哉 氏 （ 化 学  S 4 2 年 卒 ）  

「 新 型 コ ロ ナ 関 連 に つ い て 」 と い う テ ー マ で 、 お 話 い た だ き ま
し た 。 資 料 を 多 数 ご 用 意 い た だ き 、 感 染 症 の 歴 史 か ら 説 き
起 こ し 、 あ ま り メ デ ィ ア な ど で 触 れ ら れ な い こ と を 含 め 分 か り や す
く 講 演 し て い た だ き ま し た 。 時 宜 を 得 た テ ー マ で 皆 さ ん 熱 心 に
聞 い て お ら れ ま し た 。 た だ 、 時 間 の 関 係 で 急 い だ お 話 と な っ た
こ と は 申 し 訳 な か っ た で す 。  

ま ず 、 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 の 推 移 を ス ペ イ ン 風 邪 の 時 と 比
較 し て 、 患 者 数 は か な り 少 な い よ う で 驚 き ま し た 。 続 い て 症
状 の 推 移 と し て 8 割 は 軽 症 で 、 １ 週 間 位 で 収 ま る け れ ど
1 0 日 以 降 ま で 行 く と 重 症 （ 5 ％ 位 ） に な る 、 2 か ら 3 ％
が 致 命 的 に な る と い う の は 、 ワ イ ド ショ ー な ど で は 余 り な か っ た
貴 重 な 情 報 で し た 。 ま た 死 亡 に 至 る の は イ ン フ ル エ ン ザ の 数
十 倍 （ 高 齢 者 ） と い う 数 字 も 出 席 者 に は 厳 し い デ ー タ で
し た 。 ま た 感 染 後 の 隔 離 期 間 も 、 テ レ ビ な ど コ メ ン テ ー タ ー が
エ ビ デ ン ス （ 根 拠 ） を 示 せ と か 言 っ て ま し た が 、 ち ゃ ん と 二 次
感 染 の 起 こ る 日 数 な ど 調 べ た 上 で の 1 0 日 間 と し て い る こ と
も 分 か り ま し た 。 そ し て 国 産 ワ ク チ ン 及 び 治 療 薬 の 開 発 状
況 （ 今 は ま た 変 わ っ て き て い ま す ） も 分 か り や すく 説 明 頂 い
て い ま し た 。 コ ロ ナ 禍 の 収 束 に つ い て 専 門 家 の 見 通 し も 上 げ
ら れ ま し た が 、 ま あ す ぐ に は 難 し そ う で す が 、 こ れ ま で も 人 類 は
克 服 し て き た の で 、 大 丈 夫 そ う に 思 え ま し た 。 以 上 柳 沼
様 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 

 

１ ． 総 会 （ 1 1 ： 0 0 ～ 1 1 ： 2 0 ）  
 開 会               ・ ・ ・ 川 上 副 支 部 長  

支 部 長 挨 拶          ・ ・ ・ 萩 原 支 部 長  
議 長 選 出           ・ ・ ・ 船 田 幹 事  

  令 和 ３ 年 度 事 業 報 告   ・ ・ ・ 萩 原 支 部 長  
令 和 ３ 年 度 決 算 報 告 及 び 会 計 検 査 報 告   ・ ・ ・ 高 橋 幹 事 、 伊 勢 山 幹 事  
令 和 ４ 年 度 事 業 計 画   ・ ・ ・ 川 上 新 支 部 長  
 
場 所 は 、 近 年 主 に 利 用 し て い た 門 真 市 の 松 心 会 館 が 、 使 え なく な り ま し た の で 、 大 阪

府 吹 田 市 の パ ナ ソ ニ ッ ク リ ゾ ー ト 大 阪 を 初 め て 使 用 し ま し た 。 会 場 で は い つ も で あ れ ば 、 出 身
学 部 別 の 座 席 に し て い ま し た が 、 コ ロ ナ 対 策 で 1 テ ー ブ ル の 人 数 を 減 ら し た の で 、 混 成 で 着
席 い た だ き ま し た 。 総 会 で は 、 令 和 3 年 度 事 業 報 告 に て 、 会 報 第 5 8 号 を 発 行 な ど を 報
告 し ま し た 。 た だ 同 好 会 活 動 は 自 粛 の 影 響 で 未 実 施 が 多 か っ た で す 。 ま た 幹 事 会 は 、
L I N E で の 実 施 が 4 回 で 、 対 面 は 1 回 に 留 ま り ま し た 。 更 に 7 名 の 訃 報 が 判 明 し ま し た 。
令 和 4 年 度 の 事 業 計 画 で は 、 大 学 名 簿 の 更 新 が な さ れ た こ と に 伴 い 、 会 員 名 簿 の 更
新 と 、 新 規 会 員 の 抽 出 の 実 施 な ど が 発 表 さ れ ま し た 。  

令 和 3 年 度 事 業 報 告 と 決 算 報 告 と 令 和 4 年 度 の 事 業 計 画 と 予 算 案 が 承 認 さ れ
ま し た 。  

そ し て 、 萩 原 支 部 長 の 任 期 満 了 に 伴 う 退 任 が 報 告 さ れ 、 新 た に 川 上 副 支 部 長 の 支
部 長 就 任 、 幹 事 長 に 行 正 、 副 支 部 長 に 柳 沼 、 行 正 両 幹 事 の 就 任 が 報 告 さ れ ま し た 。  
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3 ． 懇 親 会  （ 1 2 ： 1 0 ～ 1 4 ： 0 0 ）  
 ま ず は 、 集 合 写 真 を 撮 り ま し た が 、 皆 さ ん 学 生 時 代 の 顔 を さ れ て い た の が 印 象 的 で し た 。  
行 正 幹 事 の 司 会 で 、 今 回 ご 出 席 の 方 々 で 最 長 老 の 中 村  様 の 乾 杯 で 懇 親 会 は 始 ま り ま
し た 。 今 回 も 出 席 者 全 員 に 近 況 や 関 心 事 を 話 し て 頂 き 、 大 変 盛 り 上 が り ま し た 。 ま た 久 し ぶ
り に 新 人 （ 歳 は 別 ） 出 席 い た だ け た 大 西 様 の 会 社 で の お 仕 事 の 報 告 な ど 興 味 深 く 聞 く こ と
が で き ま し た 。  
 楽 し い ひ と と き の 最 後 は 、 恒 例 と な り ま し た 校 歌 を 斉 唱 し て 懇 親 会 を 終 え ま し た 。  
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皆 さ ん 学 生 時

代 に 戻 っ た よ う な

い い 顔 し て ら っ

し ゃ い ま し た 。  

関 西 支 部 長 就 任 に あ た り  

支 部 長  川 上 啓 二 ( 機 械 S 5 0 )  

 

 新 型 コ ロ ナ 禍 が ま だ ま だ 終 息 と は い え な い 中 ， 関 西 支 部 の 皆 様 に は 、  
お 変 わ り なく お 過 ご し の 事 と お 慶 び 申 し 上 げ ま す 。                   
本 年 6 月 2 6 日 の 関 西 支 部 総 会 に て 、 伝 統 あ る 関 西 支 部 の 舵 取 り と い う 支 部 長 の 大
任 を 仰 せ つ か り ま し た 。  
ま だ ま だ 力 不 足 の 私 で す が 、 お 引 き 受 け し た 以 上 は 関 西 支 部 の さ ら な る 発 展 の た め に 本
部 、 支 部 役 員 、 先 輩 諸 氏 、 会 員 皆 様 方 の ご 支 援 ご 指 導 を 頂 き な が ら 微 力 で は ご ざ い ま
す が 貢 献 し て ま い り たく 思 っ て お り ま す 。 ど う ぞ 宜 しく お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  
副 支 部 長 に は 柳 沼 英 哉 氏 （ 化 学 S 4 2 ･ 新 任 ) 、 行 正 隆 俊 氏 （ 機 械 S 5 4 ･ 新 任 、  
幹 事 長 兼 任 ） が 選 任 さ れ ま し た の で 併 せ て ご 報 告 さ せ て い た だ き ま す 。  
  前 支 部 長 の 萩 原 様 に は 、  5 年 に わ た り 関 西 支 部 発 展 の た め ご 尽 力 さ れ 、 多 大 な 貢
献 を さ れ ま し た こ と に 、 こ の 場 を か り て お 礼 申 し 上 げ ま す 。  
萩 原 様 は 本 部 副 会 長 に な ら れ ま す が こ れ か ら も 幹 事 会 を 引 き 続 き ご 指 導 し て 頂 き た い と
思 っ て お り ま す 。  
 さ て 、 関 西 支 部 の 状 況 で す が 、 会 員 数 は 現 在 約 4 7 5 名 で 支 部 の 主 な 事 業 は 、 以 下
と な り ま す 。  
 1 . 会 報 の 発 行 ( 1 回 / 年 )  

 2 . 支 部 会 員 名 簿 管 理 ： パ ソ コ ン に よ る 名 簿 管 理  

 3 . 関 西 支 部 総 会 の 開 催 : 事 業 ・ 決 算 報 告 、 事 業 計 画 、 大 学 本 部 の 動 向  

 4 . 同 好 会 活 動 の 推 進 ： ゴ ル フ 、 ウ ォ ー キ ン グ 、 テ ニ ス 、 セ イ リ ン グ  

今 ま で 、 歴 任 支 部 長 の 事 業 活 動 に よ り 大 き な 流 れ は 出 来 て お り 、 私 も そ の 流 れ 、 思 い を
大 切 に し な が ら 現 状 に 合 わ せ た 変 革 を 進 め て ま い り た い と 考 え て お り ま す 。  
 現 在 の 会 員 構 成 は 昭 和 年 代 が 4 4 ％ 、 平 成 ・ 令 和 年 代 が 5 6 ％ と な っ て い ま す 。 そ の
中 で 会 報 へ の 投 稿 、 総 会 へ の 参 加 は 昭 和 年 代 が 殆 ん ど を 占 め る 実 態 に あ り ま す 。 こ れ は
他 支 部 も 同 様 で 、 あ る 程 度 や む を 得 な い こ と で す が 、 今 後 の 支 部 活 性 化 の 取 り 組 み と し
て 、 若 い 後 輩 の 支 部 へ の 関 心 を 高 め 、 会 員 が お 互 い に 役 に 立 つ 情 報 交 換 と 親 睦 を 図 る
場 所 に な れ れ ば と 考 え て お り ま す 。  

活 動 の 基 本 方 針 は 今 ま で の 流 れ を 踏 襲 し 、 以 下 に 注 力 し た い と 思 い ま す 。  

1 . 新 規 会 員 の 確 認  

 本 部 名 簿 よ り 関 西 在 住 者 の 確 認 を 行 い 、 新 し い 会 員 を 洗 い 出 す 。  

2 . 支 部 活 動 の 活 性 化 を 目 標 に 情 報 発 信 を 推 進 す る 。  
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支 部 長 退 任 に あ た り  
 
                                                 
 こ の ６ 月 の 支 部 総 会 で 退 任 し ま し た 萩 原 で す 。 後 任 は ５ ０ 年 機 械 卒             

の 川 上 さ ん で す 。 私 同 様 よ ろ しく サ ポ ー ト お 願 い し ま す 。               

振 り 返 り ま す と コ ロ ナ 他 で  打 ち 合 わ せ も ま ま な ら な い 状 況 で す が  皆 さ ん の    

協 力 と リ モ ー ト 等 で  何 と か 乗 り 切 っ て こ れ ま し た 。 重 ね て 支 部 幹 事 の 皆 さ ん に お 礼 申 し あ げ ま

す 。  

さ て  支 部 活 動 を 振 り 返 り 期 間 中 感 じ た こ と 、 記 憶 に 残 る 行 事 他  思 い つく ま ま 述 べ て  

み ま す 。  

１ ． 支 部 活 動 の 一 環 の 月 一 の  打 ち 合 わ せ で の  同 窓 と の 会 議 と  皆 さ ん 発 言 の 懇 談 の

場 が  楽 し い 時 間 で し た 。  

２ ． や は り 現 役 時 代 と は  異 な り ゆ っ た り と し た 時 間 、 ま た 同 窓 の 気 安 さ  ま た  工 学 部 の 発

展  と ゆ う 目 標 を 背 負 い  同 じ 学 び 舎 を 感 じ な が ら の 打 ち 合 わ せ  い い 時 間 で し た ！ ！  

３ ． ま た 数 回  本 部 幹 事 会 で  日 立 を 訪 れ る 機 会 に 恵 ま れ  構 内 、 下 宿 、 海 岸 、 市 内

を 、 散 策 し 懐 か しく 大 変 い い 時 間 で し た 。  

４ ． ま た 伊 藤 研 究 室 の 関 西 懇 親 会 （ 先 生 を 中 心 に 関 西 勤 務 の 卒 研 生 ） に 参 加 さ せ

て い た だ き  い ま の 工 学 部 卒 の 後 輩 と の 懇 親 を も ち 有 意 で 楽 し い 時 間 を 過 し ま し た 。  

５ ． さ ら に は  嬉 し い こ と に 調 査 機 関 に よ る 今 年 の 国 立 大 学 人 気 度 で １ ３ 番 に な っ た こ と で

す 。 とく に 今 年 の 志 願 者 が ６ ５ ０ ０ 人 ！ と の こ と で し た 。  

６ ． ま た 委 託 研 究 費 も  過 去 最 高 に な り  学 生 の 研 究 発 表 の 増 加 、 大 学 院 進 学 も ６

５ ％ 越 え の よ う で す 。  

７ ． ほ か ほ か  着 実 に 発 展 し て い る よ う で す 。  
 
                                              萩 原  信 男  

 

 会 報 発 行 に よ り 、 関 西 支 部 の 活 動 内 容 や 、 会 員 ひ ろ ば 、 会 員 だ よ り な ど 仕 事 、 趣 味 な
ど の 会 員 同 志 の 情 報 交 換 の 場 と し て 役 立 て て 頂 け れ ば と 思 っ て お り ま す 。  

 ま た 、 会 報 以 外 に も 、 多 賀 工 業 会 ホ ー ム ペ ー ジ 内 に あ る 、 関 西 支 部 の サ イ ト も 活 用 し て
情 報 交 換 を 進 め た い と 思 い ま す 。  

3 . 同 好 会 活 動 の 推 進  

 日 常 的 に 皆 様 が 参 加 し や すく 親 睦 を 図 る 以 下 の 活 動 を 活 発 に 実 施 す る 計 画 で す 。  

  1 ) ゴ ル フ 同 好 会 ( 関 西 支 部 で 2 回 / 年 、 中 部 支 部 と の 懇 親 ゴ ル フ 1 回 / 年 )  

  2 ) ウ オ ー キ ン グ 同 好 会 （ 2 回 / 年 を 目 標 に 、 関 西 地 区 で 実 施 ）  

  3 ) テ ニ ス 同 好 会 （ 1 回 / 月 を 目 標 に 、 主 に ﾊ ﾟ ﾅ ｿ ﾆ ｯ ｸ ﾘ ｿ ﾞ ｰ ﾄ 大 阪 で 実 施 ）  

  4 ) ク ル ー ジ ン グ 同 好 会 ( 萩 原 さ ん 主 催 で 希 望 者 に よ り 実 施 ）  

 会 員 の 皆 様 が 気 軽 に 参 加 し 親 睦 を 図 る な か で お 互 い の 交 流 、 情 報 交 換 、 等 の 場 に し
て 頂 き た い と 思 い ま す 。 ま た 、 お 互 い の 特 技 、 趣 味 な ど で 新 し い 企 画 の 世 話 役 を し て い た だ け
る 方 は 大 歓 迎 で す 。  

 

今 後 と も 関 西 支 部 の 活 動 に ご 支 援 、 ご 協 力 を 宜 しく お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

多 賀 工 業 会 ホ ー ム ペ ー ジ  ア ド レ ス  

h t t p s : / / t a g a - k o g y o k a i . i b a r a k i - u n i v . j p /  
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           真 鍋  宣 夫 （ 機 械  S 3 9 卒 ）  

約 15 年 前 に 関 西 支 部 総 会 で 「 地 球 環 境 物 語 」 と 題 し て 講 演 を さ せ て 頂 き ま し た 。     
こ こ で は 、 そ の 後 の 状 況 に つ い て 、 地 球 温 暖 化 に 焦 点 を 当 て て 述 べ て み た い と 思 い ま す 。
結 論 か ら 言 え ば 、 「 地 球 は そ の 後 温 暖 化 し て お ら ず 、 Ｃ Ｏ ２ は 人 類 の 味 方 」 と 言 う こ と に
な り ま す 。  
１ ． 地 球 は 、 所 謂 、 温 暖 化 な ど し て い ま せ ん  

図 は 、 最 も 精 度 が 高 い と 認 め ら れ て
い る 観 測 衛 星 に よ る 測 定 で す が 、 最 近
の ３ ０ 年 間 で 見 る と 気 温 上 昇 は ０ ． ２
～ ０ ． ４ ℃ 、 平 均 し て ０ ． ３ ℃ で あ っ
た と 要 約 さ れ ま す 。     分 子 エ ネ
ル ギ ー に 比 例 す る 絶 対 温 度 （ ケ ル ビ
ン ） で 見 る と ３ ０ ０ Ｋ が ３ ０ ０ ． ３ Ｋ
の 変 化 し 、 そ の 分 子 エ ネ ル ギ ー は １ ．
０ ０ １ 倍 に な っ た と 言 う 事 で す 。  

先 ず 、 体 感 さ え で き な い し 、 と て も  
温 暖 化 と い う レ ベ ル で は な く 、 「 異 常
気 象 」 の 原 因 な ど と は と て も 考 え ら れ
な い の が 実 態 で す 。  
 
２ ． 昨 今 異 常 気 象 が 起 き て い る 気 配 は あ り ま せ ん  
「 最 近 は 凄 く 強 力 な 大 型 台 風 の 発 生 が 続 い て い る 」 と テ レ ビ な ど で 言 わ れ る が 、 極 め て 恣
意 的 な 言 い 方 で そ の よ う な 事 実 は あ り ま せ ん 。  

左 図 の 青 い 線 は 、 台 風 の 発 生 数 、 赤 い 線 は 「 強 い 」 以 上 の 台 風 の 割 合 で す 。 １ ９ ７ ５ 年
以 来 、 双 方 共 に 安 定 し て お り 、 異 常 気 象 が 起 き て い る 気 配 は あ り ま せ ん 。 む し ろ 、 ５ ０ ～
８ ０ 年 前 に は 、 上 陸 時 の 気 圧 が ９ １ ０ ～ ９ ２ ０ ヘ ク ト パ ス カ ル の 強 烈 な 台 風 が 度 々 襲 っ て
き ま し た が （ 室 戸 、 枕 崎 、 第 二 室 戸 、 伊 勢 湾 な ど ） 、 こ の 半 世 紀 程 は む し ろ 穏 や か に な っ
て い ま す 。 右 図 は ハ リ ケ ー ン 類 の 総 エ ネ ル ギ ー の 年 代 別 推 移 を 示 し ま す が 、 こ ち ら も 同 様
で す 。  

ま た 、 Ｎ Ｈ Ｋ な ど で 温 暖 化 に 纏 わ る 様 々 な プ ロ パ ガ ン ダ が 展 開 さ れ ま し た が 、 既 に ど れ
も が 嘘 だ っ た こ と が 明 ら か に な っ て い ま す 。               テ レ ビ で 南 極
の 氷 の 崩 落 シ ー ン を 放 映 し て 、 南 極 の 氷 が 溶 け て 海 面 が 上 昇 す る と 危 機 を 煽 っ た が 、 そ の
後 南 極 の 氷 は む し ろ 増 え て い ま す 。 ま た 、 ツ バ ル が 海 面 上 昇 で 沈 み そ う だ と 映 像 を 流 し ま

「地球環境物語 」のその後  

会 員 のひろば  
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し た が 、 そ の 後 の 潮 位 は 安 定 し て い て 、 珊 瑚 礁 が 育 ち 面 積 は む し ろ 増 え て い ま す 。 映 像 は
潮 位 が 最 高 を 記 録 し た 時 の も の で し た 。  
 ま た 、 北 極 圏 の 海 氷 が 急 減 を 地 球 温 暖 化 の 影 響 と 捉 え て 、 「 溶 け か け た 氷 の 上 を 痩 せ た
シ ロ ク マ が よ ろ よ ろ と 歩 く 」 と 映 像 を 流 し て 「 か わ い そ う 」 と 大 き な 反 響 を 呼 び ま し た が 、
そ の 後 、 シ ロ ク マ は 数 は 増 え て い ま す 。 絶 滅 の 危 機 は 狩 猟 に よ る も の だ っ た の で す 。  

３ ． 大 気 中 の Ｃ Ｏ ２ 濃 度 は 、 人 為 的 な 活 動 と は 関 係 な く 増 え 続 け て い ま す  

 

左 図 は 、 最 近 ４ ０ 万 年 の 気 温 と Ｃ Ｏ ２ 濃 度 の 変 化 を 示 し ま す 。 こ の 測 定 結 果 は 、 南 極 大
陸 の 氷 に 閉 ざ さ れ た 過 去 の 気 泡 か ら 分 析 し て 得 ら れ た も の に 、 最 近 の 測 定 値 を 追 加 し た も
の で す 。 最 近 の Ｃ Ｏ ２ 濃 度 ４ ０ ７ p pm は 異 常 に 高 い 値 で す が 、 太 古 時 代 は Ｃ Ｏ ２ が 大 気 の 主
成 分 で あ り 、 徐 々 に 地 殻 に 取 り 込 ま れ 減 少 を 続 け 、 ジ ュ ラ 紀 に は ２ ４ ０ ０ pp m に 、 更 に 減 少
し て 現 在 に 至 っ て い ま す 。  

右 図 は 、 世 界 １ ２ ３ 地 点 （ 日 本 は ３ 地 点 ） で 計 測 さ れ た 平 均 Ｃ Ｏ ２ 濃 度 を 示 し ま す 。 実
測 値 の ギ ザ ギ ザ は 植 物 の 光 合 成 の 活 発 度 の 変 化 に よ る も の で す 。 全 体 に ほ ぼ 直 線 的 に 増 加
し て お り 、 人 為 的 な Ｃ Ｏ ２ 排 出 が 反 映 さ れ て い る 訳 で は な い と 見 る こ と が 出 来 ま す 。 左 図
に 見 る よ う に 、 気 温 と Ｃ Ｏ ２ 濃 度 の 間 に は 強 い 相 関 性 が 見 ら れ ま す が 、 詳 細 な 調 査 の 結 果 、
気 温 変 化 が 先 行 し て 、 そ の 後 に Ｃ Ｏ ２ 変 化 が 起 こ っ て い る こ と が 分 か っ て い ま す 。 Ｃ Ｏ ２
の 溶 解 度 は 温 度 に 依 存 す る 事 は 明 確 な 科 学 的 事 実 で あ る 一 方 、 Ｃ Ｏ ２ 濃 度 が 気 温 に 及 ぼ す
定 量 的 な 影 響 度 は 定 か で は な く 、 上 記 し た デ ー タ 等 か ら 、 Ｎ Ａ Ｓ Ａ の 研 究 者 ジ ェ ー ム ズ ・
ハ ン セ ン 氏 の 証 言 「 人 間 の 出 す Ｃ Ｏ ２ が 地 球 を 温 め て い る 、 こ れ は も う ９ ９ ％ 確 実 だ 。 こ
の ま ま 放 置 す る と 人 類 は 脅 威 に 見 舞 わ れ る 」 が 起 点 に な っ て 地 球 温 暖 化 説 が 定 着 し ま し た
が 、 こ れ は も う 破 綻 し て い る と 見 る の が 妥 当 で す 。  

地 球 の 気 温 は 、 熱 源 で あ る 太 陽 の 活 動 に 大 き な 影 響 を 受 け る し 、 温 室 効 果 ガ ス に は 水 蒸
気 や メ タ ン ガ ス な ど の 様 々 な も の が あ り 、 Ｃ Ｏ ２ 濃 度 主 因 説 に は 元 々 科 学 的 な 根 拠 は な
か っ た と 言 う こ と が で き ま す 。  
３ ． Ｃ Ｏ ２ は 人 類 の 頼 も し い 味 方 で す  
あ ら ゆ る 動 物 の 食 物 の 根 源 は 植 物 に あ り 、 あ ら ゆ る 植 物 の 成 長 の 根 源 は Ｃ Ｏ ２
を 原 料 と す る 炭 酸 同 化 作 用 に あ り ま す 。 「 Ｃ Ｏ ２ の 排 出 を 減 ら す の が 環 境 に 優
し い 」 な ど と 言 う の は と ん で も な い 嘘 話 で す 。 生 物 と 環 境 の 調 和 の コ ア に あ る
の が Ｃ Ｏ ２ で す 。 人 の 体 重 の ２ ３ ％ は カ ー ボ ン （ 炭 素 ） で あ り 、 誰 か さ ん が 言
う よ う に 「 カ ー ボ ン フ リ ー 」 で は 人 は 生 き て い け ま せ ん 。  
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左 図 は 、 過 去 ４ ０ 年 間 衛 星 を 使 っ て 観 測 し た 結 果 で す が 、 地 球 の 緑 化 が ２ 項
で 述 べ た Ｃ Ｏ ２ 濃 度 の 上 昇 に よ っ て 大 き く 進 ん で い る こ と が 分 か り ま す 。 地 球
全 体 で 緑 化 は 確 実 に 進 ん で お り 、 後 退 し て い る 地 域 は 殆 ど 見 当 た り ま せ ん 。 サ
ハ ラ 砂 漠 も 緑 化 中 で す 。 温 暖 化 で 砂 漠 化 が 進 む な ど と 言 わ れ て い る が 真 実 は 真
逆 で す 。  

右 図 は 、 Ｃ Ｏ ２ 濃 度 と 植 物 生 育 の 関 係 を 示 し ま す が 、 稲 の 例 で 示 す よ う に 一
般 に は Ｃ Ｏ ２ 濃 度 を 上 が る こ と で 植 物 の 生 育 は 進 み 、 温 室 栽 培 で は 濃 度 を １ ０
０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ p p m に 高 め ら れ 、 ト マ ト は １ ． ５ 倍 、 穀 物 は １ ． ６ ４ 倍 、 根 菜
類 は １ ． ７ ５ 倍 も の 収 穫 を 上 げ る こ と が 出 来 ま す 。 ま た 、 昨 今 の Ｃ Ｏ ２ 濃 度 上
昇 に よ っ て 地 球 上 の 飢 餓 人 口 が 減 っ て い る と の こ と で あ り ま す 。 逆 に １ ５ ０
p p m 迄 下 が る と あ ら ゆ る 動 植 物 が 死 に 絶 え る と 言 わ れ て い ま す 。 「 本 当 の エ コ
は 、 Ｃ Ｏ ２ を 増 や す こ と で あ る 。 」 と 言 う こ と が 出 来 る の で は な い で し ょ う か  
４ ． 捏 造 さ れ た 地 球 温 暖 化 説  

 

左 図 は 、 Ｉ Ｐ Ｐ Ｃ 第 ３ 次 報 告 書 に 掲 載 さ れ た 象 徴 的 な デ ー タ で す 。 （ 元 は ペ
ン シ ル バ ニ ア 大 学 の 気 象 学 者 マ イ ケ ル ・ マ ン の ネ イ チ ャ ー 投 稿 論 文 ）  
１ ０ ０ ０ 年 間 の 温 度 測 定 デ ー タ 等 は 存 在 し て い な い は ず な の に 記 載 さ れ （ 当 人
は 木 の 年 輪 の 幅 か ら 想 定 し た と 言 っ て い る 。 ） 、 更 に 、 １ ９ ０ ０ 年 代 後 半 か ら
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気 温 が ク ッ と 上 が っ て い る （ 赤 色 の 部 分 ） に つ い て 、 批 判 が 殺 到 し て 、 今 や Ｉ
Ｐ Ｐ Ｃ の レ ポ ー ト か ら 削 除 さ れ て い ま す 。  

そ の 後 、 ２ ０ ０ ９ 年 １ １ 月 に 、 「 人 為 的 Ｃ Ｏ ２ が 地 球 を 温 め て い な け れ ば 困
る 」 人 た ち の 間 で 交 わ さ れ た 約 １ ０ 年 間 分 の １ ０ ０ ０ 通 以 上 の メ ー ル が ネ ッ ト
公 開 さ れ て 捏 造 の 事 実 が 明 か さ れ 、 世 間 を 唖 然 と さ せ ま し た 。 こ れ に は 、 「 ク
ラ イ メ イ ト ゲ ー ト 事 件 」 と 呼 び 名 が つ い て い ま す 。  
そ の 中 で 表 面 化 し た 様 々 な デ ー タ 捏 造 の 中 で も 、 右 図 は そ の 代 表 的 な も の で す 。  
青 い 線 が 生 デ ー タ 、 赤 い 線 は 地 上 の 気 温 測 定 の 世 界 全 体 の 元 締 め で あ る Ｎ Ａ Ｓ
Ａ の Ｎ Ｃ Ｄ Ｃ ( N a t i o n a l  C l i m a t i c  D a t a  C e n t e r ) が い じ っ た （ 捏 造 し た ） も の で
す が 、 前 の 気 温 を 下 げ て 気 温 が 上 昇 し て い る よ う に 改 竄 し て い る こ と が 明 ら か
で す 。  

そ れ に も 拘 わ ら ず 、 国 連 な ど の 温 暖 化 推 進 者 側 に よ っ て 、 意 図 し た メ ン バ ー
に よ る 審 査 委 員 会 が 開 か れ て 「 不 正 は な か っ た の だ 」 み た い な 結 論 を 出 し た 後 、
こ の 議 論 を す る こ と を 封 じ ら れ て し ま い 、 言 葉 も 「 気 象 変 動 問 題 」 と 言 い 換 え
て 問 題 を 糊 塗 し て し ま っ て い ま す 。  

日 本 人 の 多 く は 、 メ デ ィ ア が こ れ ら の こ と を 報 道 し な い の で 、 未 だ に 地 球 温
暖 化 と Ｃ Ｏ ２ 悪 玉 説 を 信 じ 込 ん で い ま す 。  
こ れ は 国 民 だ け で は な く 、 政 府 関 係 者 も 同 様 で 、 年 間 ５ 兆 円 も の 温 暖 化 対 策 予
算 を 出 し 続 け て お り 、 「 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 」 を 政 策 に し て い る 次 第 で す 。
早 く 上 記 し た よ う な 科 学 的 事 実 を 踏 ま え て 政 策 を 転 換 し な い と 、 こ の 先 大 き な
損 失 を も た ら す こ と に な り ま す 。  
５ ． 今 後 地 球 環 境 は ど う な る の で し ょ う か  
我 々 が 生 き て い る 間 の こ と は と も か く 長 期 的 な 地 球 環 境 の 変 化 を 考 え る に あ っ
た て は 、 重 要 な ヒ ン ト が 上 記 ３ 項 で 述 べ た 過 去 ４ ０ 万 年 間 の 温 度 変 化 に 隠 さ れ
て い る の で は な い か と 思 わ れ ま す 。  
こ の 、 約 １ ０ 万 年 周 期 の サ イ ク リ ッ ク な 変 動 が 地 球 シ ス テ ム の 必 然 の 結 果 と し
て 起 こ る と 考 え れ ば 、 地 球 時 間 的 に は 間 も な く 寒 冷 期 に 入 っ て 行 く で あ ろ う と
推 察 す る の が 妥 当 で す 。  

地 球 と 人 の 寿 命 を 比 較 す る と 、 地 球 の １ 億 年 が 人 の １ 年 に 相 当 す る の で 明 日
に も 起 こ る と 言 う こ と で は な い も の の 、 こ の 先 長 く 続 い た 温 暖 期 は 間 も な く 終
わ り に な り 厳 し い 寒 冷 化 モ ー ド に な る と の 推 定 は 出 来 ま す 。  

４ ０ 万 年 の 図 に 示 さ れ た 気 温 変 動 を 周 波 数 分 析 し て み る と 、 約 １ ０ 万 年 周 期
の 変 動 （ こ れ は 地 球 軌 道 の 離 心 率 の 変 動 周 期 に 等 し い ） に 、 約 ４ 万 年 周 期 の 変
動 （ こ れ は 地 軸 傾 斜 の 変 動 周 期 に 等 し い ） と 、 約 ２ 万 年 周 期 の 変 動 （ こ れ は 地
軸 の 歳 差 運 動 周 期 に 等 し い ） が 重 な り 合 っ て 出 来 て い る 事 が 分 か る こ と か ら 、
気 温 の 周 期 変 動 は 地 球 の 惑 星 運 動 が 起 因 し て い る の で は な い か と 推 測 さ れ て い
ま す 。  
こ れ ら の こ と か ら 、 気 温 変 動 が 地 球 の 天 体 運 動 に 起 因 す る と 考 え る の が 妥 当 で
あ り 、 簡 単 に こ の 変 動 が 止 ま る と は 思 え な い こ と か ら 、 人 類 は 、 温 暖 化 な ど し
て い な い の だ か ら 温 暖 化 対 策 は 早 く 止 め て 、 間 も な く 来 る で あ ろ う 寒 冷 期 の 厳
し い 環 境 に 対 応 す る た め の 準 備 を 始 め る こ と が 肝 要 と で は な い か と 考 え る 次 第
で す 。  

以   上  

 

 

シャープ（ 株 ） を定 年 退 職 しての回 顧  

大 西  光 一 （ 精 密 工  S 6 1 年 ）    

こ の 度 7 月 1 0 日 を も っ て ６ ０ 歳 と な り ３ ７ 年 間 務 め た シ ャ ー プ （ 株 ） を 無 事 に 定 年 退 職
と な り ま し た 。 最 終 所 属 は 亀 山 工 場 、 液 晶 モ ジ ュ ー ル 実 装 技 術 部 で す 。   

思 い 起 こ せ ば １ ９ ８ ６ 年 に 入 社 、 最 初 の 所 属 は 八 尾 工 場 の 生 産 技 術 部 で 家 電 製 品 を 対
象 に 「 知 恵 無 き 者 は 汗 を 出 せ 」 と い う 部 門 ス ロ ー ガ ン （ 笑 ） の も と 汗 水 を 流 し 働 い て お り ま し た が
液 晶 事 業 が 急 激 に 拡 大 し て い き リ ソ ー ス が 足 り な い と い う 事 で １ ９ ９ ３ 年 、 天 理 工 場 の T F T
液 晶 実 装 技 術 部 と い う 部 門 に 転 属 と な り ま し た 。 こ の 当 時 は 8 . 4 型 液 晶 が 最 大 画 面 で 作 れ ば
す べ て が 売 れ る と い う 時 代 。 液 晶 画 面 も 9 . 4 型 、 1 0 . 4 型 、 1 2 . 1 型 、 1 3 . 3 型 等 あ れ よ あ れ よ と
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言 う 間 に 大 きく な っ て 、 さ ら に 高 精 細 化 も ど ん ど ん 進 み そ れ こ そ 「 飛 ぶ 鳥 を 落 と す 勢 い 」 と は こ う い う 事
か と 実 感 し た 次 第 で す 。  

私 は 液 晶 パ ネ ル に ド ラ イ バ ー （ I C ） や P W B （ o r  P C B ） を A C F （ 異 方 性 導 電 膜 ） と い う
接 着 剤 で 実 装 す る 接 続 工 程 の 業 務 を 任 さ れ 主 に 設 備 中 心 で 忙 しく し て お り ま し た 。 な に せ 作 れ ば
す べ て が 売 れ る 時 代 で し た か ら 新 し い 実 装 工 場 の 展 開 、 実 装 ラ イ ン や 実 装 設 備 の 導 入 ・ 立 ち 上
げ が 最 大 の テ ー マ で す 。 と は 言 っ て も 液 晶 関 連 の 実 装 設 備 は 標 準 機 と い う も の が なく 装 置 メ ー カ ー
と 打 ち 合 わ せ を し な が ら 仕 様 を 決 め て いく ス タ イ ル 。 装 置 の 設 計 段 階 か ら 導 入 ま で 毎 日 の よ う に 装
置 メ ー カ ー に 行 っ て 夜 遅 く ま で 打 ち 合 わ せ を し て い た 時 代 が 懐 か しく 思 え ま す 。 因 み に 接 続 工 程 は
C O G ( C h i p  O n  F i l m ) 接 続 、 F O G ( F i l m  O n  G l a s s ) 接 続 、 F O B ( F i l m  O n  B o a r d ) 接 続
と 分 か れ 今 で こ そ 中 国 、 韓 国 等 い ろ い ろ な 装 置 メ ー カ ー が 標 準 機 と し て 販 売 し て い ま す が 礎 を 構 築
し た の は シ ャ ー プ 。 残 念 な が ら 苦 労 し て 構 築 し た 実 装 技 術 は 装 置 と と も に 流 出 し て し ま い ま し た 。  

液 晶 パ ネ ル の 新 規 工 場 展 開 に 伴 い 1 9 9 8 年 に は 三 重 県 の 多 気 工 場 、 2 0 0 6 年 に は 亀 山
工 場 に 転 勤 し ま し た が 業 務 内 容 は す べ て 同 じ 実 装 接 続 工 程 を 中 心 と し た も の で し た が 扱 っ て い る
製 品 は 多 気 工 場 ま で は ノ ー ト P C 関 連 、 亀 山 工 場 で は テ レ ビ 。 そ の サ イ ズ の 違 い に び っく り し ま し た 。
ノ ー ト P C は 大 きく て 1 5 . 6 型 、 し か し テ レ ビ は 3 2 型 、 こ れ も ま た あ れ よ あ れ よ と い う 間 に 3 7 型 、 4 6
型 、 5 2 型 と 拡 大 し て い き ハ ン ド リ ン グ 作 業 が 最 大 の 技 術 課 題 で あ っ た と 記 憶 し て い ま す 。 そ の 亀 山
工 場 、 残 念 な が ら 今 は テ レ ビ を 作 っ て い ま せ ん 。 ノ ー ト P C や タ ブ レ ッ ト 、 ス マ ホ 、 車 載 の 液 晶 画 面 等
の み 生 産 し て い ま す 。  

さ て こ こ か ら は 私 の 海 外 出 張 体 験 自 慢 話 と な り ま す （ 笑 ） 。  

こ の 実 装 接 続 工 程 を 業 務 と し た お 陰 で 海 外 の 様 々 な 工 場 に 立 ち 上 げ を 目 的 に 海 外 出 張
（ １ 回 は 最 長 ３ か 月 ） を し ま し た 。 当 時 は 苦 し か っ た 業 務 で し た が 今 と な っ て は 非 常 に い い 思 い
出 と な っ て い ま す 。  

①  １ ９ ９ ４ 年 ～ ９ ５ 年 ； 米 国 、 ワ シ ン ト ン 州 カ マ ス 市 。  
ワ シ ン ト ン 州 最 大 の 都 市 が シ ア ト ル で す 。 イ チ ロ ー は ま だ い ま せ ん で し た
が 大 リ ー グ で は 野 茂 が 大 活 躍 し て い た 時 代 で す 。 ア メ リ カ の ス ケ ー ル の 大
き さ に 何 で も 感 動 し た こ と を 覚 え て い ま す 。  

②  ２ ０ ０ ３ 年 ~ ０ ４ 年 ； 中 国 無 錫 市  
初 め て の 中 国 。 「 無 錫 旅 情 」 と い う 歌 は 知 っ て い ま し た が 行 っ て み る と 日
本 人 向 け の 飲 食 店 や 日 本 語 が 話 せ る 人 が 多 く て 唖 然 。 ２ ０ ２ ０ 年 ま で 出 張
で 一 番 多 く 行 っ た 都 市 で す 。  

③  ２ ０ ０ ５ 年 、 １ １ 年 ： マ レ ー シ ア 、 ス ン ガ イ ペ タ ニ 州 と バ ト バ ハ 州  
ど ち ら の 州 も ロ ー カ ル な イ ス ラ ム 教 の 街 で し た 。 イ ス ラ ム 教 の ラ マ ダ ン ／
断 食 と い う 儀 式 は １ か 月 間 、 日 の 出 か ら 日 没 ま で 何 も 口 に し な い と い う 事
を 初 め て 知 り ま し た 。 ま た マ レ ー シ ア は マ レ ー 人 、 中 国 人 、 イ ン ド 人 が 普
通 に 共 存 し て い る の も 驚 き で し た 。  

④  ２ ０ ０ ６ 年 ~ ０ ８ 年 ； ポ ー ラ ン ド 、 ワ ル シ ャ ワ と ト ル ン  
シ ョ パ ン の 街 、 ワ ル シ ャ ワ か ら 車 で 4 時 間 の と こ ろ に 世 界 遺 産 と し て 登 録
さ れ て い る ト ル ン と い う 街 が あ り ま す 。 ヨ ー ロ ッ パ 中 世 の 街 並 み が 残 る ト
ル ン は 天 文 学 者 の コ ペ ル ニ ク ス が 生 ま れ た と こ ろ で 街 の 中 心 地 に は コ ペ ル
ニ ク ス 像 が あ り そ こ で 会 社 の 連 中 と 食 事 に 行 く た め に 待 ち 合 わ せ を し て い
る と 子 供 た ち が 東 洋 人 を 初 め て 見 た ら し く 珍 し そ う な 顔 を し て 遠 く か ら ジ
ロ ジ ロ 、 最 後 に サ イ ン を し て く れ と 紙 と ペ ン を 持 っ て 寄 っ て き た の が 思 い
出 さ れ ま す （ 笑 ） 。  

 

 

⑤  ２ ０ １ ０ 年 ； ブ ラ ジ ル 、 マ ナ ウ ス  
ア マ ゾ ン 河 の ほ と り に あ る １ ０ ０ 万 都 市 マ ナ ウ ス に 日 本 か ら 行 く に は ２ 日 、
帰 る に は ３ 日 か か り １ 日 の 打 ち 合 わ せ に １ 週 間 が つ ぶ れ ま す 。 会 社 の 敷 地
に ５ ０ ｃ ｍ ぐ ら い の イ グ ア ナ の 子 供 が 入 り 込 ん で 廊 下 を 走 り 回 っ て い た の

ポ ー ラ ン ド ／ ト ル ン  ト ル ン   

コ ペ ル

ニ ク ス

像  
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が 傑 作 で し た 。  

 
⑥  ２ ０ １ ２ 年 ~ ２ ０ 年 ； 中 国 無 錫 、 ア モ イ 、 深 セ ン 、 東 莞 等 々  

無 錫 市 を 拠 点 に 約 ２ 週 間 出 張 し て は 日 本 に 帰 り 、 ま た 中 国 に 出 張 と い う 生
活 を 繰 り 返 し ま し た 。 多 い と き は 年 間 １ ０ ０ 日 ぐ ら い 滞 在 し て い ま し た 。
中 国 で 深 セ ン に あ る フ ォ ッ ク ス コ ン の よ う な E M S 会 社 が 多 数 で き シ ャ ー プ
の 液 晶 パ ネ ル の 実 装 工 程 以 降 も 生 産 委 託 す る よ う に な っ た か ら で す 。  

 

以 上 が 私 の 海 外 出 張 体 験 談 で し た が ２ ０ ２ ０ 年 １ 月 以 降 は コ ロ ナ の 影 響 で ど こ に も 出 張 に
行 け ず 定 年 退 職 と な り ま し た 。 残 念 な が ら 苦 労 し て 立 ち 上 げ た 米 国 、 マ レ ー シ ア 、 ポ ー ラ ン ド 、 ブ ラ ジ
ル の 工 場 、 今 は す べ て 売 却 ・ 閉 鎖 と な り ま し た 。 栄 枯 盛 衰 と は ま さ に シ ャ ー プ 液 晶 事 業 の こ と か も 知
れ ま せ ん 。  

 私 は 本 当 に い い 時 期 に シ ャ ー プ に 入 社 を し て 様 々 な 経 験 を さ せ て い た だ き 無 事 に 退 職 金 を も ら い
定 年 退 職 が で き ま し た 。 シ ャ ー プ に 入 社 で き た の は 茨 大 を 卒 業 で き た か ら で す 。 茨 大 に 敬 意 を 表 し
て こ の 投 稿 の 終 わ り と 致 し ま す 。  

 

マ ナ ウ ス  会 社 廊 下 の イ グ ア ナ  

本部副会長を終えて      

 

記： 鈴 木  孝 三 （ 精 密  S４ ５ ）  

２ ０ ２ ２ 年 ７ 月 にて約 ３ 年 間 の本 部 副 会 長 （ 遠 方 支 部 ） を萩 原 前 支 部 長 に引 き  
継 ぎました。伊 東 副 会 長 から引 き継 いだ副 会 長 の任 を何 とか無 事 務 め終 えることができました。   
この間 、約 ２ 年 間 は、コロナ禍 で各 支 部 総 会 が開 催 出 来 ませんでしたが、本 部 、会 員 の皆 様 、幹 事 ・ 役 員
の方 々、特 に中 部 支 部 、中 国 ・ 四 国 支 部 、九 州 支 部 の方 々には、総 会 を含 め大 変 お世 話 になりました。重
ねてお礼 申 し上 げます。前 副 会 長 の取 り組 みを本 部 役 員 の指 導 を受 けながら継 続 してきました。  
特 にここ３ 年 間 は、下 記 の３ 点 を行 いました。   
・ 本 部 と各 支 部 活 動 を会 員 相 互 の親 睦 を図 る中 で、豊 かな感 性 と前 向 きな発 想 と行 動  
・ 各 支 部 活 動 の活 性 化 と健 全 な支 部 運 営 づく り  
・ コロナ禍 での幹 事 の会 合 をメール、リモート打 合 せを利 用 しながら実 施   

①  関 西 支 部 での活 動   
・ 本 部 の IT 関 連 の取 り組 みを各 支 部 が実 施 するための方 向 付 け  
・ 各 支 部 で発 行 している会 報 を、本 部 のホームページにリンクして掲 載 するよう依 頼   
・ 関 西 支 部 が先 行 してホームページを実 施 し、中 部 支 部 、中 国 ・ 四 国 支 部 、九 州 支 部 も現 状 の会 報 をホー
ムページにするための枠 組 み作 り  

②  私 が関 西 支 部 へ参 加 した経 緯 と、経 験 してきた事  
・ 多 賀 工 業 会 への関 わりは、定 年 退 職 して、（ 前 ） 高 橋 支 部 長 の時 、先 輩 （ 大 貫 さん） が、シカゴ在 住
中 （ 約 7 年 ） 、フロリダで私 も一 緒 に同 じ組 でゴルフをした事 が、関 西 支 部 会 報 に記 載 され、それがご縁 で
関 西 支 部 への関 わりが始 まりました。  
・ 私 が当 時 、産 学 連 携 のコーディネーターの時 、「 今 後 の日 本 のロボットの方 向 」 と題 して、府 立 大 学 が担 当
することになり、、取 りまとめを依 頼 され、府 立 大 学 の先 生 、通 産 省 の担 当 者 、関 連 する方 々と一 緒 にまとめま
した。その後 、当 時 支 部 長 の高 橋 さんから依 頼 され、関 西 支 部 総 会 で講 演 （ ロボットの将 来 動 向 ） を 致 し
ました。その折 、産 業 技 術 大 学 の非 常 勤 講 師 で、電 気 工 学 、自 動 制 御 、ロジック回 路 の実 験 を学 生 に講
義 していた、パワーポイントの資 料 が役 立 ちました。    ・ また、私 達 の開 発 したロボット（ パナ
サート： 部 品 実 装 機 ） が、海 外 でよく 売 れ、シカゴに PFA(panasoni c  fac tory automat ion)を設 立
（ １ ９ ８ ８ 年 ） 、技 術 責 任 者 として、米 国 全 土 の大 手 企 業 への納 入  により、トップの方 々とお付 き
合 いできた事 は、米 国 を含 め海 外 からの日 本 の見 方 を学 ぶ、良 い経 験 になりました。  
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③多 賀 工 業 会 での先 生 方 、先 輩 、仲 間 （ 写 真 A： 支 部 長 時 の幹 事 新 年 会 ） （ 写 真 B： 多 賀 工 業

会 創 立 ７ ５ 周 年 ）  
・ 素 晴 らしい関 西 支 部 の先 輩 や仲 間 は、会 社 生 活 にはない同 窓 生 という感 じで、その交 流 は、他 では得 られ
ない財 産 になりました。  
・ 特 に、大 学 の先 生 方 、テニスクラブの仲 間 、同 窓 生 とは、在 学 中 、就 職 時 、卒 業 後 も大 変 お世 話 になりま
した。特 に、塩 幡 さん（ 元 会 長 ） は、精 密 の同 期 で卒 業 論 文 も山 田 教 授 の下 で、「 ADVANCED 
DYNAMICS  fof  engineers」 の英 文 を翻 訳 しながら、最 適 制 御 を二 人 で日 立 のコンピューターを使 い、
仕 上 げたのを懐 かしく 思 い出 します。彼 は精 密 の一 期 生 として修 士 卒 後 日 立 で活 躍 し、茨 大 に戻 り発 展 に
貢 献 されました。彼 にお願 いして、関 西 支 部 での講 演 会 も開 催 して頂 きました。当 時 、講 演 会 依 頼 を昼 間
携 帯 電 話 で打 診 したとき、彼 はヨーロッパの会 議 で渡 航 中 であるのも知 らず、ホテル（ 夜 中 AM３ 時 頃 ） で
起 こし、眠 い中 、講 演 会 を快 諾 して頂 いたのが忘 れられません。 その後 、会 長 、支 部 長 としてのお付 き合 いをさ
せた頂 きましたが、会 長 在 籍 中 に、亡 く なられたのは、残 念 でなりません。  

 
 
 
 
 
 
 
 
                                           

 
   

 
 

④ 多賀工業会の発展を願う 
・ 関 西 支 部 では、2 代 目 支 部 長 の村 上 正 義 様 には、S６ ２ 年 から 8 年 間 、支 部 運 営 の基 礎 と共 に近 隣
支 部 、本 部 との交 流 の基 盤 づく りに貢 献 していただき、会 報 １ 号 （ 1990 年 ） から現 在 ５ ８ 号 （ 2022
年 ） まで継 続 し、会 員 ひろば・ だより等 で会 員 相 互 の親 睦 ・ 情 報 交 換 と支 部 活 動 の活 性 化 など、支 部 運
営 づく りにご努 力 された事 を重 ねて御 礼 申 し上 げます。私 が支 部 長 の時 、村 上 様 のご葬 儀 にも参 列 し、幹 事
一 同 、「 村 上 正 義 様 を偲 んで； 写 真 集 から（ バラ・ 菖 蒲 ） 」 記 念  
号 （ 第 ５ ０ 号 ） を表 紙 にして、ご趣 味 の写 真 集 を掲 載 しました。  
・ 先 輩 諸 氏 の思 い、伝 統 を受 け継 ぎながら、益 々発 展 させていきたいと思 います。また、その時 代 にあった形
で、これからの若 い方 々がやり易 い環 境 をお互 いつく って行 きたいと思 います。  

・ 現 役 時 代 は、当 然 仕 事 が優 先 ですが、定 年 退 職 後 は、気 楽 に参 加 し、自 分 の趣 味 を増 やし、お互 いの
情 報 交 換 、健 康 管 理 、等 を進 める会 でありたいですね。  

 
⑤  今 後 の生 活 （ 写 真 C： テニス（ 近 隣 、海 外 、会 社 ） 仲 間 ）  
私 の趣 味 のテニス（ 週 ２ ～ ３ 回 ） 、ゴルフ（ 月 ２ ～ ３ 回 ） 、家  
庭 菜 園 （ 約 ３ ０ 坪 ） 、ボランティア活 動 （ モーニングカフェ） 等 をし  
ながら、海 外 旅 行 も楽 しみたいと思 います。テニス、ゴルフ、家 庭 菜  
園 、等 の連 絡 は、LINE を使 い、日 程 、連 絡 を迅 速 に出 来 るのも  
IT の効 用 です。  

最 近 精 密 ４ ５ の仲 間 とも LINE 会 話 を楽 しみました。  

 

 

これからは、関 西 支 部 の皆 様 、会 社 時 代 の友 人 、近 隣 の方 々との交 流 により、人 との繋 がりを大 切 にしな
がら、健 康 に留 意 し、日 々感 謝 して過 ごしたいと思 います。これからも多 賀 工 業 会 の発 展 に微 力 ながら貢 献
できればと思 っております。  

今 後 共 宜 しく お願 い申 し上 げます。  

 

写真 A 

幹事新年会 

写真 B 

精密 45 仲間と先生 

（塩幡さん、久保田先生） 

 

写真 C   テニス仲間 
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氏 名
卒業

学科

卒業

年次
近　　況 氏 名

卒業

学科

卒業

年次
近　　況

中村 忠雄 (電気 Ｓ３５)

元気ですが、外出を控えてい

ます。皆様との再会が楽しみ

です。

丹治 能彦 (電気 Ｓ４３)
昨年、登山中の滑落で肩腱

板を損傷しリハビリ中。

及川 紘 (金属 Ｓ３８)
久しぶりの総会楽しみにしてお

ります。
村田 健吾 (電気 Ｓ５１)

6月末で完全退職します。当

日は徳島からの引越しで欠席

します。孫が3人に。

伊勢山 宏 (化学 Ｓ４０)

取りあえず出席。体調がどう変

わるか心配ですが整えて置き

ます。

酒井 典夫 (電子 Ｓ５６)
7月末まで、市の臨時職員で

す。

丸山 朝男 (精密 Ｓ４４)

外出を控え中｡岩魚釣りも気

温が高く成果が上がらず。再

会を楽しみにしてます。

遠山 猛 (金属 Ｓ２４)

92才に。昨年、右大腿骨を

骨折し、現在も週一でリハビリ

中。盛会を祈ります。

大西 光一 (精密 Ｓ６１)

７月でシャープを定年退職を

無事迎え感謝の意を込めて

初参加です

新田 陸夫 (金属 Ｓ３７)

83歳になり体力低下を実感

しています。健康寿命をどこま

で伸ばせるか

氏家 悦男 (専原動 Ｓ２６)

 大阪まで出る体力が無くなり

ました。体力が戻りません。出

席できず残念。

齋藤 和彦 (化学 Ｓ３８)

コロナの影響で大変でしょうが

粘り強く運営して未来への道

を開いてください

中井 弘 (機械 Ｓ３７)
パーキンソン病で入院中で

す。
加藤 紘 (化学 Ｓ３９)

80才を迎え妻が認知症で介

護の毎日です。柳沼様の講

演聞きたいが残念です。

小林 紀勝 (機械 Ｓ３９)

総会欠席ばかりですが会費＆

寄付は行います。頑張ってくだ

さい。

赤塚 修三 (化学 Ｓ４０)
腫癌マーカーが上昇に転じま

した。外出は控えています。

石井 良夫 (機械 Ｓ４４) 盛会を祈っています 香下 隆則 (化学 Ｓ５７) 病気で施設入所中

荘司 正明 (電気 Ｓ２２)

高齢の為遠出が出来ません。

94歳で最高齢ですが、100

歳を目指します

吉田 昇 (精密 Ｓ２６)
94歳の為足に自信がありませ

ん。諸兄姉に栄あれ！！

池崎 学 (電気 Ｓ３２)
米寿ですが元気です、「私の

万代日本史」作成中。
黒澤 清隆 (精密 Ｓ４０)

町内会会合があり欠席、庭の

草花との会話が元気の元？

横山 茂 (電気 Ｓ３５)
今回は所用があり欠席。歳相

応に元気です。
林     清継 (精密 Ｓ４７)

5月に父の一周忌と母の七回

忌を済ませホッとしています

下山 明正 (電気 Ｓ３６)

2020/6にALS発症、現在治

療中。今後出席は無理なの

で連絡不要。

小林 理伸 (精密 Ｈ０３) 対応ありがとうございます。

岡山 伯匡 (電気 Ｓ３６)
長距離の歩行が困難になりま

した。工業会のご発展を！
森     隆 (情報 Ｓ５２)

昨年末から今年3月体調くず

しましたが現在は散歩等に取

組中

吉田    淳 (院都市  Ｈ１２)
会報はいつも楽しみにしていま

す。

会員だより（令和３年の総会案内への返事より） 
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訃報  ―心よりお悔やみ申し上げますとともに、謹んでご冥福をお祈りいたします― 
 
太田 知之 様  (金属   Ｓ３２)  （2017      ご逝去） 
飯井 基彦 様  (院生産  Ｈ１１)  （2017      ご逝去） 
神長倉寛治 様 (機械   Ｓ３２)  （2019/1     ご逝去） 
稲田 好二 様 (機械   Ｓ４７)  （2021/12/9  ご逝去） 
櫛原 稲人 様 (電気   Ｓ４３)  （2022/2/9  ご逝去） 
阿部 育三 様 (精密   Ｓ４６)  （2022/３   ご逝去） 
下山明正  様  (電気   Ｓ３６） （2022/9/4   ご逝去） 

 

伊澤　真也 (機械H02) 森　晃 (機械H04) 中野　浩一 (機械H16)

細谷　徹 (電気S48) 新房　健一 (電気S57) 伊藤　雅之 (電子S57)

三好　輝 (電・子R02) 前中　拓夢 (電・子R03) 小野打　晃典 (知能AH29)

中川　卓士 (情報H18) 岩浅　剛 (情報H19) 安達　真登 (情報R03)

堀本　大弥 (メデR03) 前川　輝 (院機械H13) 進藤　久史 (院機械H25)

米倉　優佑 (院機シR02) 宮城　裕行 (院電・子H10) 前田　博徳 (院電・子H11)

染谷　研二 (院シスH19) 生井　匠 (院情報R02) 阪上　佑介 (院情報R02)

田中　宏弥 (院メデH20) 辻　直哉 (院メデH21) 清水　裕貴 (院メデH31)

石村　哲郎 (院応粒H28) 須藤　康之 (短化学H02) 斎藤　信 (電気S31)

橋本　拳志 (院機シR02) 佐藤　潤一 (院シスH16) 竹田　郁海 (院都市R03)

田家　哲重 (電・子H15) 石飛　正 (情報S57) 高橋　二郎 (メデH12)

伊藤　慎悟 (機械R03) 中山　拓昭 (電・子H11) 森田　恭平 (知能AR03)

大川　貴祥 (院都市R03) 太田　晶子 (院生産H29) 花野　祐輔 (メデR03)

田倉　真司 (院物質H13) 春名　智文 (院情報R02) 伊藤　俊亮 (院量科R03)

林　育宏 (機械R03) 酒井　渉 (院シスH16) 白石　陸歩 (機械R03)

坂本　真一 (電・子H09) 大谷　稔貴 (知能AH31) 古川　晃嗣 (情報R03)

佐藤　涼太 (院機械H30) 小杉　和裕 (院物質H11) 橋本　和也 (院情報R02)

楠山　昌紀 (院応粒H31) 山田　泰成 (電・子H20) 早稲田一嘉 (院環境H16)

志賀　翔 (院機シR02) 藪根　隼人 (都市H18) 森　翼 (院機械H30)

鳴戸　健一 (情報H12)

支部会員の動向   新規会員、寄付頂いた方、訃報 

新規会員の方の氏名（計５８名）、現時点関西支部会員数 532 名 

令和３年度 ご寄付頂いた支部会員氏名 

大前 博義 (専原動 S19) 遠山 猛 (金属 S24) 氏家 悦男  (専原動 S26) 
吉田 昇 (精密 S26) 池崎 学 (電気 S32) 中村 忠雄 (電気 S35) 
相澤 浩司 (化学 S35) 中島 敬吾 (電気 S36) 市川 隆敏 (機械 S37) 
新田 陸夫 (金属 S37) 及川 紘 (金属 S38) 齋藤 和彦 (化学 S38) 
小林 紀勝 (機械 S39) 眞鍋 宜夫 (機械 S39) 加藤 紘 (化学 S39) 
中島 元生 (化学 S39) 松江 裕郎 (機械 S40) 赤塚 修三 (化学 S40) 
伊勢山宏 (化学 S40) 関本 和也 (金属 S41) 船田 順久 (機械 S42) 
柳沼 英哉 (化学 S42) 石井 良夫 (機械 S44) 高橋 昌之 (精密 S44) 
丸山 朝男 (精密 S44) 鈴木 孝三 (精密 S45) 高島 弘 (機械 S46) 
田所 光男 (精密 S46) 加藤 実 (機械 S47) 林 清継 (精密 S47) 
渡辺 敏雄 (機械 S48) 岩瀬 裕雄 (精密 S48) 宮崎 真 (短機械 S48) 
樺嶋 徹男  (院機械 S49) 齊藤 進 (院機械 S49) 萩原 信男 (院機械 S50) 
川上 啓二 (機械 S50) 西川 欣吾 (機械 S54) 行正 隆俊 (機械 S54) 
角江 司 (化学 S55) 林 孝行 (機械 S57) 青木 均之 (機械 S58) 
田桑 克己 (化学 S59) 品川 雄功 (化学 S60) 矢野 勉 (建設 H04) 
吉田 淳 (院都市 H12) 永岡 賢一 (電・子 H17) 小串 正樹 (院理学 H27) 
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多賀工業会関西支部 令和３年度決算書
　R3.4.1～R4.3.31

１．前期繰越金
　（１）銀行預金
　（２）郵便預金
　（３）現金

収 ２．支部年会費
　（１）寄付（４８人）

入 ３．多賀工業会本部より支部支援金
４．支部総会

の 　（１）懇親会費（支部会員人）
　（２）本部、他支部（中部、中国四国）からの祝金

部 ５．広告収入
   　会報第　58号

　 ６．利息
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　　　　計

2 2
598,056

0
0

0

43,900 43,900
0

0

5,082
191,000

191,000

363,154
310,000
48,072

１．支部総会費
　（１）会場、懇親会費用

支 　（２）来賓土産代
　（３）講師謝礼代

出 　（４）役員会会費
　（５）写真代・送料

の ２．支部会報発行費用
    ・会報第５８号（印刷、発送費）　　　130部発送

部 ３．会合費

４．幹事会費
　 ・２回開催（室代、食事代、交通費）
５．通信費（総会出欠返信ハガキ料金等）
６．支部会費振込手数料　　　４６口　
７．その他
　（１）支部活性化　
　（２）事務用品購入（資料印刷等）
　（３）銀行振込手数料
支出計
次期繰越金
　（１）銀行預金
　（２）郵便預金（振替通知書で管理）
　（３）現金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　　　　計

会計担当　高橋　昌之（精密 S44)

令和３年度多賀工業会関西支部の会計は、すべて正確に報告されていることを認めます。

会計監査　伊勢山　宏（化学 S40)

0
0
0
0
0
0

54,784
54,784

0
0

28,850
28,850

0 0
8,318 8,318

6,408
0

6,408
0

98,360
499,696

460,002
12,654
27,040

598,056

令和３年度決算報告 
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セイリング同好会          世話役 萩原（院機械 S50 卒) 

 コロナ禍の激しい間は、一人で瀬戸内海から外海を通り五島列島などに行っていました。もう少し収まれば再開できるかな、と
思っています。 

 同窓生、その家族が対象で、中学生以上で、小学生は父兄同伴なら大丈夫です。人数は 4 人まで（ライフジャケットあり）で
す。費用は特に不要（飲食は自分で）。申込は世話役に連絡ください（日程は要調整）。 

               TEL：080-7016-9061 email：nobuo12341234@yahoo.co.jp 

 

 

 

 

 

 

                   

                       

         

                         

 

       

 
ヨットの雑誌に掲載されました 

ゴルフ同好会   

第２４回関西支部ゴルフ大会                                  記（鈴木/精密 Ｓ４５） 

約２年間のコロナ災害も終息方向の中、久しぶりに６月３日（金）の梅雨入り前のゴルフ日和の中で無事実施する事が出来

ました。ゴルフ参加者（敬称略）は新田陸夫（３７金）、及川紘（３８金）、黒澤清隆（４０精）、船田順久（４２

機）、高橋昌之（４４精）、鈴木孝三（４５精）の６名（2 組）参加の少ない人数でしたが、ゴルフ大会をヤマトカントリー

CC（奈良県）で楽しむことが出来ました。優勝は私（鈴木）がネット７４（グロス９８）、準優勝は及川さんネット７６（グ

ロス９９）、ブービー賞は黒澤さん、ニアピン賞（及川さん、黒澤さん、鈴木）に賞品として最近人気の本間ゴルフボールが渡さ

れました。 

今回のコースは、さつき、さざんか、の両コース共、美しい景観の丘陵コース、フェアウェイも狭く上り、下りの変化に富み、グリーン周り

をバンカーが取り囲み、正確なショットが必要な戦略に富んだレイアウトとなっていました。メンバー（１組目：及川、黒澤、鈴木、

２組目：新田、船田、高橋）は久しぶりの大会開催で和やかな中にも、各人それぞれ真剣にプレーをしておりました。ゴルフ後、

温泉で汗を流し軽食とドリンクの懇親会は、表彰、それぞれ各チームのプレー評価、などゴルフ談義、中でも、賞品を全て１組が取

り、最後のニアピンが乗らず、うっかり旗を置き忘れ、次のコースに行くときに、思い出し、謝ろうと引き返しに行きましたが、ニアピン乗

らずの 2 組目の方々から無視されて、旗がないので誰も載らなかったの一言に、ヒア汗をかきました、等の雑談の楽しい一時を過ご

しました。話の中で、今まで率先して参加されていた、櫛原さん（４３電）が、今年の 2 月にご逝去された事は、参加者一同が

残念な思いを語り合い、櫛原さんのご冥福をお祈りしました。 また、今まで企画実施して頂いた、伊勢山さんの次回参加を願って

おりました。今回会場準備から懇親会の設定をして頂いた新田さん、色々な準備、本当にありがとう御座いました。秋には、コロナ

も終息し、お互いの再会を願いながら別れました。これからは、鈴木、船田さんでゴルフ幹事を行いたく思います。 

                                            

 

 

 

 

                

 

                      

 及川さんと鈴木さん 

同好会だより 

mailto:nobuo12341234@yahoo.co.jp
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テニス同好会  

 

  令和４年度第１回テニス大会      

 
コロナ禍で中断していましたテニス同好会を、２年振りに再開しました。今回は、４人のみの参加でしたが、ミックスダブルス 

を２時間ペアを交代しながら接戦のゲームを楽しみました。良い汗をかいて終了と同時に大雨となり非常にラッキーでした。 
 
同好会の練習は基本的には２ケ月毎の第 4 火曜日 13:00~15:00 予定です。  
興味のある方は、初心者でも大歓迎ですので、ご家族の方も含め自由にご参加下さい。次回は 11 月の予定です。 
 

練習会の窓口  川上啓二（機械 S50)090-9276-0726 

場所 「パナソニックリゾート大阪」   吹田市青葉丘南 10 番 1 号 TEL:(06)6877-0111 

●電車利用：最寄駅 大阪モノレール・宇野辺駅 

                                     宇野辺駅～リゾート大阪間は送迎バスあります。 
              ●車利用 ：最寄ＩＣ 名神高速・吹田ＩＣ 
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

ウォーキング同好会               世話役 柳沼  

 前世話役の田桑さんは、退職を機に故郷に戻られるということです。長くお世話をいただき、ありがとうございました。現状、活動停
止中ですが、好評のため再開を模索しております。目途がつき次第、HP やメールや電話で連絡させていただきます。ハイキングや
ウォーキングが好きで、何等かの形でお世話、アドバイスなど関わっていただける方がおられましたら、編集後記に記載の所に連絡い
ただけたら、ありがたいです。よろしくお願いします。 

tel:(06)6877-0111
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大学の話題 

 ●全学関連 

イバダイビジョン 2030 

地域における茨城大学の在り方を考え、2030 年にこうありたいという姿をまとめ発表しました。 

自律的で困難な事態にも立ち向かえる地域を基盤として持続可能な社会の実現のために以下の３つを実行します。 

１、世界の俯瞰的理解と多様な専門分野の知の追求 

２、多様な主体を結びつける結節点としての機能強化 

３、持続可能な環境づくりのための先進的行動の展開 

そのために教育、地域連携・グローバル化、研究、大学運営の４分野で、ビジョンとアクションを掲げます。 

詳細は、以下の URL を参照ください。 

https://www.ibaraki.ac.jp/generalinfo/vision/_image/index/pamphlet.pdf 

  

 

自慢の質量分析計を前に橋爪教授（右）と藤谷准教授  今回持ち帰られた試料は、イトカワとは違い、
水とか有機物がたくさん含まれているのが特徴
です。今回のサンプルとある種の炭素質隕石の
組成が化学的にそっくりではあるが窒素の同位
体組成が全く違うことが分かったという論文は
引用が多いが、茨大のこのラボの質量分析計
高性能で世界中で 3 ラボくらいしかないものだ
そうです。そして、地球に存在する窒素と他の
有機物は元は隕石からと考えられていますが、
これまでの地球に落下した隕石の窒素同位体
が一致したことはなかったが、今回の試料は初
めて一致したことは極めて興味深いことだそうで
す。試料の汚染では、と指摘されないように試
料を扱い、そのデータが信頼を得られているとい
うことに茨大が関わっているというのは、大学の
信頼が高い証で誇れることです。また藤谷研
究室では年代測定の技術を開発し、手法を
確立しました。そのものさしがある唯一の研究
室ということで世界中から測定のオーダーがきて
いるそうです。 

●「はやぶさ 2」回収試料の研究に橋爪教授と藤谷准教授が挑む！小惑星リュウグウからわかること 

「はやぶさ 2」が持ち帰った試料の研究計画で、JAXA の公募で選定された 40 件中 10 件が日本の研究者が代表の計画
で、うち 2 件が茨大の研究者が代表のプロジェクトでした。 
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支部会員の皆様 会費納入、ご寄付のお願い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         
編集後記  

  コロナ禍 の中 、幸 いと言 うか運 よく 第 ６ 波 と第 ７ 波 のピークの谷 間 で、３ 年 ぶりの対 面 の総 会 を開 く 事 が
出 来 ました。会 場 は初 めてのパナソニックリゾート大 阪 でしたが、やはり会 場 側 は厳 しく 、料 理 はバイキングは
出 来 ず、席 も間 隔 を開 けての実 施 のため、人 数 に比 して大 き目 の会 場 となりました。ただやはり対 面 でワイワ
イできるのは、楽 しく 皆 さんいつにも増 して笑 顔 が良 かったです。残 念 だったのは、やはりまだ外 出 を控 えている
方 、またコロナ禍 の間 に体 力 が落 ちている方 が出 席 出 来 ずお会 いできなかったことです。また新 たに会 員 にな
られた方 は、来 年 の総 会 には是 非 出 席 いただけたらと思 います  

 また、令 和 ４ 年 度 から役 員 が交 代 しました。新 たに前 幹 事 長 だった川 上 幹 事 が支 部 長 に就 任 されまし
た。今 年 度 からの新 しい体 制 で運 営 して参 りますのでよろしく お願 いします。前 支 部 長 の萩 原 幹 事 は、本 部
副 会 長 に就 任 されます。今 後 ともよろしく お願 いします。   行 正 (機 械  S54)  

                             事 務 局 連 絡 先 ： tagakansais ibu@gmai l .com 

     ～現在の支部活動継続のためにさらなるご協力を～ 

 新 型 コロナの感 染 対 策 として、関 西 支 部 の活 動 を 2020 年 、2021 年 は総 会 や同  
好 会 活 動 を中 止 しており、それに伴 い年 会 費 の運 用 を中 止 していました 。            
2022 年 になってやっとまん延 防 止 等 重 点 措 置 も解 除 され、６ 月 に３ 年 ぶりに総 会 も  
開 催 し、また会 報 の発 行 も計 画 していますので、年 会 費 ・ 寄 付 の運 用 も再 開 させて頂     
きました。  会 員 の皆 様 には、日 頃 当 支 部 の活 動 にご理 解 、ご協 力 を頂 き感 謝 して居 ります。活 動 の
主 な取 り組 みは、年 １ 回 の会 報 発 行 、支 部 総 会 開 催 、会 員 名 簿 編 纂 、同 好 会 （ ゴルフ・ ウォーキン
グ・ テニス・ クルージング） 活 動 、年 10 回 の幹 事 会 などです。  
当 支 部 の会 員 数 は現 在 、約 530 名 ですが、支 部 会 費 納 入 者 は、100 名 弱 と年 々低 迷 しており、会
費 だけでは健 全 な運 営 が出 来 ず、有 志 の方 々の寄 付 により何 とか運 営 させて頂 いています。経 費 削 減
の取 り組 みとしては、会 報 を印 刷 会 社 への依 頼 から自 前 編 集 ＆ 印 刷 に変 更 や幹 事 会 の会 議 室 の利
用 からオンライン会 議 への変 更 を行 っています。  

幹 事 一 同 、会 員 の皆 様 がこの多 賀 工 業 会 関 西 支 部 に参 加 して良 かったと感 じられるように、出 来 ると
ころから一 つずつ取 り組 んで行 きますので、今 後 とも支 部 活 動 継 続 の為 に、年 会 費 の納 入 とご寄 付 のご
協 力 を宜 しく お願 いいたします。  

また、支 部 活 動 内 容 は、多 賀 工 業 会 のホームページ内 にある関 西 支 部 用 の箇 所 に掲 載 して参 ります
ので、そちらをご覧 になり、総 会 や同 好 会 へどしどし参 加 して頂 きますようお願 いします。  

             多 賀 工 業 会 関 西 支 部  支 部 長   川 上  啓 二 （ 機 械 S50）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細は、以下の URL を参照ください。 

https://www.ibaraki.ac.jp/news/2022/06/29011659.html 

 

   

 

小惑星リュウグウ（JAXA、東大など） 

小惑星リュウグウのサンプル（JAXA） 

 


